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第I章緒 雪量 Fヨ
人及び動物の腸管内には無数の細菌が脊在し宿主の生体に何らかの影響を与えている事が想
像される。之等腸内菌叢中の主要なものは腸内細菌 (Enterobacteriaceaめでありその中でも
最も普通なものは大腸菌居の菌群 (Escherichiagroup)であるO そのため古くより幾多の研
究者の殆ど数うべからざる程の業積が集積している O
併しながらこの菌群の複雑極まりない変異の故に未だ決定的な分類法がなく，従って今街幾
多の疑点を残し充分に知悉されてし、るとは云い難し、。近来 Kau任mann一派の血清学的分類
法がnJr界に一大光明をもたらし之により従来よりの未知，未決定の問題の追究がなされんとし
ているが， 現在の段階に於ては Kau妊mannらに準拠してすべての疑問を解決するわけには
し、かなL、。動物由来大腸菌の異同に関する問題も以前より研究の対象となっていたが，上述の
理由により決定的な結論を得ていなし、。そこで著者は動物の中でも殊に代表的なものとして
人，鶏，犬，牛及び特異なものとして肉食動物を選び，各々の糞便由来大腸菌に就て之が異同
を追究せんとした。その菌株蒐集にあたっては，特に分類に関する文献を検討し Kau旺mann 
らも重視している Imvic反応に準拠し，糞便由来大腸菌の中最も普通なものとして Escheri 
chia coli，この亜型で震糖分解能に於て特異な E.coli var. communior，更に従来より最
も多くの疑問を提出した菌として乳糖非叉遅分解大腸菌(所謂バラ大腸菌)の三菌を選択分離
し之を研究対象にした。(菌型名はすべて Bergeyによった)斯くて蒐集されたそれらの諸菌
株が血清学的に如何なる態度を示すかを精査し，之によって由来を異にする集団の聞に総括的
差別があるか否かを検討せんとしたのであるO 此の研究によれば食餌環境等の条件が宿主の腸
• 
内細菌に如何なる影響を与うるかを知る上に重要な示唆を与えようし，延いては各種動物由来
大腸菌の分類学に新知見を加え得ょう。当衛生学教室に於ては従来より各種動物の腸内菌叢に
ついて詳細な研究ぷ行われてきたが，谷川教授御指導の下に実施した本研究も実にその一環を
なすものである。
第 II章支 献 し、し、ならわしている菌群の中に複雑揮まりなき性状 
1) 生物学的性状特に Imvic反応による大腸菌 を有する様々な菌型又は亜型が存するので，研究の
の分類に就て 対象とすべきはその中の何菌であるかを先ず決定せ
凡そ大腸菌に関する研究にはその分類学的知見を ねばならぬからである。抑々大腸菌群が初めて記載
備えなくてはならなし、。なんとなれば大腸菌と普通 されたのは 1885年 Buncherによる。次で 1887年
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Escherichによりや L詳細な研究が発表されB. 式は大略 c++一一〉左してよい。之は所謂 Coli 
coliと B.lactisaerogenesの区別出来ることが 型とされているものである。叉土壌由来大腸菌は夫
明らかにされた。この Esherichの研究に刺激さ 々33%，15%，80%，90%で型式は大体〈一一+
れ腸内細菌学は曾て見ない一大飛躍をとげたが，反 +)で表現され之は通常 aerogenes型と見倣され
面附く大腸菌群に多種多様の菌型の存すること，従 ている。一方 Imvic反応に基礎をおくと， 16種の
ってその分類に甚だしい困難を覚えるようになっ 組合せが考えられるわけで叉この組合せの殆んどが
た。 Gilbert及びLion，Tabel及び Lanz，Smith， 発見されている。中間型は普通 c++一+)であ 
Gordon，Jensen，Bahr，How，Jordan，Bergey， らわされるが， Kau任nlannらは(ー十一十〉の 
Winslowその他多くの学者はその生物学的性状持 型で特徴づけている。他の組合せも所謂不足型とし
に糖分解能により之を分類せんとした。之に就ては て報告されている。この中間型の代表的なものはノミ
後にまたふれることにしたい。之より以前 1898年 ラ大腸菌といわれるものであるが，之は乳糖非分解 
V oges Proskauerは出血性敗血症の菌の鑑別のた の菌として以前より知られていた。殊にそれが注目
め一反応を考案し，後 Durham，Mac Conkey等 されたのは Gilbert (1895)の報告以後である。 
・により大腸菌層の鑑別に応用された。 Bergey，Kli- Jensenは乳糖，原糖，マルトーゼを分解せず葡萄
egler，Levin，Rivas等によっても追試され， 我 糖を分解し酸及び瓦斯を発生するものをメタ大腸菌
国にても谷川教授他の報告がみられた。叉 1915:午 と称し，乳糖，熊糖を分解せず葡萄糖，マルト{ゼ
Clark & Lubsにより記載された Methylred反 を分解し瓦斯を発生するものをノザ大腸菌と称すべ
応も多くの追試がなされた。 きを記載し; Bahrは合水茨素に対ナる作用により
谷川教授によればこれら二反応は精密な注意の下 バテ大腸菌 I~百型，メタ大腸商工~百型に別け
帯
にあっては大腸j菌属分演に，応用し得ると。上記二反 た。如上文献の精査により衛生学的に最も重要な糞
応は Grothin Citrat C拘機酸培地に於ける発育の 使由来の大肱菌は一応 Imvic反応により大別し得
有無)Indol形成の有無と共に 1936年 Parrによ ること，叉糖分解作用により代表的菌型を特徴づけ
り提唱された Imvictests vこ於いて綜合批判され， 得ることを知った。
大腸菌層は Coli型， aerogenes型，中間型に三大 2) 免疫反応による大腸菌の分類
別された。この Imvic反応は今向大腸菌分類には 一方免疫反応とからも様々な分類が試みられてい
不可欠なものとされ之に対する批判もないわけでは る。この中最も用いられたのは凝集反応で、ある。細
ないが， Kauffmann一派すら本反応を重視してい 菌免疫による抗菌血清中に凝集素を生ずることを発
る。叉 TheobaldSmithは Gasratioに於いて 見Lたのは Gruberであるが， 氏は大腸菌をもっ
大腸菌属聞に著明の差あるを認めて以来， Burri・ て海摂を免疫し其の血清中に大腸菌に対する磁集素 
Dug・geli • Andrejew及び Frederick等は之によ を証明したが，該免疫血清は免疫に使用 Lた菌株以
り分類を試み，更に Much • Schmidt等はその溶 外の大腸菌には凝集しなかった。 Vande Velde， 
血作用の程度に菅日 Lた。さて土述の如〈犬腸菌は Durham，Wassermann，Burk，Altman u. Rau司
自然界Jこ広汎に分布し，多数の額縁菌や~具株をも th，Gaetingen，Radievsky，Rothberger等は伺
っており，之を鑑別分類する事は非常に困難であ れも大腸菌群の菌株特異性により凝集反応の多様な
る。しかしてこのうち衛生学的に最も重要なものは ることを知った。我国にても山中，丹，古川，鈴木，
いうまでもなく糞便由来の大腸菌であるが，之を 児玉，足立，矢迫，藤崎， ~[J 口等の研究が発表された 
Imvic反応で、大別してみると， Gri伍n & Stuart が何れもその生物学的性状と凝集反応は一致せず，
によれば糞便由来大腸菌 3974株中 Coli型は 87.9 擬集反応では分類不能なることを認めた。このほか
%.， aerogenes型は 5.2%，中間型 6.8%であると Friedrich Strunz，Paul Gyorgyを始め当衛生学
いう。即ち糞便由来のものは Coli型を最も普通と 教室の先人によっても免疫学的研究がなされたが，
するが他の型も全〈ないわけではない。叉 Bardley 中村によれば生物学的分類も完全なものと言い難い
等の報告を綜合寸れば各種動物の糞便由来大腸商は がその菌株特異性が強L、ため免疫反応土の分類は之 
Indol産生株はその 93%，Methylred反応陽性は より更に困難であるとされている。斯くして大腸菌 
90%，Voges Proskauer反応陽性株は 8%，拘機 群分類の問題は定莫として把握すべからず，この研
酸培地に発育するものは 7%，即ち lmvic反応型 究に進まんとするものは将に泥沼に足を入るるの観
-50ー 千葉医学会雑誌 第 31巻
を呈するに至ったので、ある。斯様に大腸菌の分類は 類の基礎は lnivic及応である。
一頓挫を来し今後の発展を危ぶまれたので、あるが， Topley & Wilsonは乳糖分解菌として Coli-
1947年 Kau百mannを中心とする北欧学派は 0， aerogenes groupを冒せしめその中の Bact.coli 
H，K の三抗原を想定した Escherichiagroupの commune， Bact. coli communisの分類には
血清学的分類を提唱し斯界に一大光明をもたらし Winslow. et al (1919)と同様に saccharose，sa-
た。即ち氏らは大腸菌群の菌型分類にあたり三種の licinの分解の状況によっている。更に Paracolon
抗原即ち 0・抗原=somatic or cel1body antigen; Baci1iについては， Bact. Columbense，Bact. 
K-抗原=capsular antigen; H-抗原=flagellar giumai，Bact. Khartoumense，Bact. Wesenb-
antigenを区別し更に K抗原を L，A，Bの三種の ergi等に細別し， lactose. sucroseの分解の有無
抗原に別けこの各々に就て精力的な療集反応を行 及び運動性その他により分類している。叉大別の基
い，先ず標準菌株として 0・1から 0・25を分類， 礎はやはり Imvic反応であり Bact.coli type 1， 
testも trainとして 0・26，"，112型，その後続々追加 E 型， Intermediate type 1，r型， Bact. aero-
され現在では O-serotype124型(1953年 12月) genes type 1，r型， Bact. c10acaeとしている。
に分類した。此研究は学界に多大の影響を与え，我 Zinsser's Textによれば Paracolonbaci1iを乳噌
固にても争ってこれら菌株の分与をうけ，之によっ 糖を遅〈叉貧弱に叉不定に分解L，或は全然分解し
て大腸菌を分類せんとした。即ち，広木，伊東，安 ない大腸菌様細菌としてし、る。なお吾人が玉条とし
斎，中西，福尾，内!1J， 鈴木等の新分類法紹介並び ているのは Bergey'sManual of Determinative 
に之による大腸菌群の研究がそれである。如上， Bacterio1ogyであるが，之によれば Escheriche同 
Kauffmann一派η分類法は将に偉業と称、ずべきで やなる Tribeは乳糖を分解し酸瓦斯を発生する
あるが，未だ完患とは言い難く，なお幾多の問題を く時にゆるやかに〉としており，之を Escherichia
残してし、る。 なる Genusに別けるために Voges Proskauer， 
何となれば大腸菌の所在は頗る広範でその性状も Methylred反応によっている。更に拘磁酸培地に
複雑多様で，北欧に発見された大腸菌属諸菌株を全 発育しない点で Escherichiacoliを特徴づけ，亜
世界人類の大腸菌分類に適用出来るか否か，よしそ 種として Escherichiacoli var. communiorを 
れは可能としても肉食習助に於いて更には草食動物 sucroseは分解するが salicinを分解せぬもの 
に於し、て或は土壌や塵撲のそれに就て適合され得る (Levinは salicinを分解するものを認、めた〉とし
か否か甚だしく疑問である。 た。バラ大腸菌は Appendixとして GenusPara-
3) 大腸菌分類の基準 colo bactrumと記載されているが，之は乳糖を遅
著者は緒言に述べた如く，各種動物の糞便より く分解する大腸菌様細菌であると， 叉之を Voges 
E.coli，E. co1ivar. communior，Paracoloba- Proskauer反応により P.aerogenoides と P. 
ctrumの三菌を特に選んで蒐集し， それが食餌， intermedium及び P.coliformeにわけ更に後二
環境等により影響されるかどうかを検討せんとして 者を拘機酸培地に於ける発育の有無により区別して
本研究に着手したので、あるが，既述の如く之等三菌 いる。こ Lで注目されることは Kau旺mannの分類
の分類の基準を決定する要に迫られた。在来の分類 法で氏は Eschericheaeなる Tribe中に Esche-
法を比較すると次の如くである。 Jordan-Burrows richiaなる Groupを設けたがこの Tribe中には
によれば Eschericheaeを Escherchia，Aerob- 所謂 Paracolon又は中間型と呼ばれる菌群が含ま 
acter群と Klebsiel1a群にわけ更に前群に Coli れておらぬことである。氏らはその血清学的性状に
型，中間型， aerogenes型， バラ大腸菌， Bact. 基き之らの菌群中の或ものを Salmonelleaeなる 
c10acaeを属せしめ， Coli型の中に Bact.coli var Tribe中に入れ Arizona，Bal1erup，Bethesdaの 
communior，Bact. coli vat. communis等を含 独立した groupを設けている。之等三群は Indol
ましめている。しかして両者の鑑別は前者 sucrose (ー)， Methylred (+)， Voges Proskauer (ー)，
分解， salicin非分解，後者 sucrose非分解 sa1li- Citrate (+)なる型式(ー十一十〕で表わされ 
cin分解という点で区別され， Paracolon baci1li る。上述の文献は何れも定評のあるものであるが，
といわれるものは乳糖遅分解 (5~14 日〉とし、う点 いづれも大腸菌分類に Imvic反応を重視してし、る
で特徴づけている。 Coli型 )¥.erogenes型等の分 事は注目に価する。著者も之に鑑み大腸菌分類の基
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准を lmvic反応におき叉，菌の細別にあたっては
lactose，sucrose，salicinの分解状況に重点をお
いた。
4) 動物由来犬腸菌に就て
人間以外の動物の大腸菌に就て記載した研究は数
多くある。 Lembkeは犬の腸管より二種の大腸菌
を得， Petrushkyの B.faecalis alcaligenesの
発見， その他 Jensen，Rogers及びその門下，
Friedrich等々，我国にても特に当衛生学教室に
於て徳川，亀田，田崎，山口，岸ら諸先輩が貴重な
研究をされた。(之に関しては第百， V章に説述す
る。〉叉最近も動物由来大腸菌の研究は少くなし、が，
鈴木らによれば神奈川県下午 160頭より得た 214株
の大腸菌に於て Kauffmann標準血清に擬集した
ものは 2株に過ぎなかったが，牛の大腸菌 12株に
よる免疫血清には 65株凝集し，対照たる人由来大
腸菌70株では Kau旺mann血清におf集したもの 10
株，牛系大腸菌血清に凝集するものはなかったの即
ち人間の大腸菌と牛の大腸菌では抗原的に相異する 
己しいとし、うのである。更に広木らによれば犬由来
犬腸菌 33株に就て Kau百mann標準血、請に獄集し
たものは附 l株で，動物由来大腸菌に就では独自の
立場から検討する要があるとした。之を要するに動
物由来大腸菌の研究に際しては，現在の段階に於て
は Kau妊mann一派の分類法を全面的に採用する
ことは出来ないのである。
第 III章実験菌株及び実験方法
目的とする実験菌株は既述の如く Escherichia 
coli C以下 C.と略記す)， E. coli var. commu司 
nior C以下 CR.と略記す)，及び Paracolobactr-
umC以下 PC.と略記す〉の三菌であるがその蒐集
に当つては次の方法を用いた。
第 1表実験方法
(採使|
鑑別培地
(遠藤培地・東糖培地〉
染色鏡検 
lmvic反応
確.認、 
(lactose. sucrose) 
↓ 
生物学的検査 血清学的検査
運ゲ中糖 (凝集反応〉
ラ』 ι 分
チは解 

動 y紅能 

以下各動物よりの三苗種の菌株蒐集の状況をl略記 
する。
第 1節人間よりの三菌種の分離， 
菌株決定，及び保存
人糞便は法の如く無菌的にとり，その 2白金耳を
予め減菌したる生理的食塩水 5ccに混じ この稀
釈液を 1白金耳宛遠蕗培地(乳糖 1%)2枚に塗布
し， 24 時間培養し目的菌の蒐集を行った。即ち赤~ 
来落は更にその孤立せるものより釣菌し誠菌生理的
食塩水に混和しその稀釈液の l白金耳を島氏震糖加
フクシン寒天培地(康糖 1%)に移杭し木培地を分
解し赤~.来落を形成するものを CR. 分解せざるも
のを C.と仮定した。 PC.は遠藤培地非赤安楽落ょ
り得たの斯くして大別し得た各菌株はその純粋なる
を峰め， グラム染色を施し，葡萄糖高層寒天に穿束Ij
L， グラム|陰性
リ
葡萄糖分解瓦斯産生梓商なることを
確認し，更に lmvic反応により C.及び CR.は
C++一一)PC.は C++-+)の成績を得た
ものより選定した。再び lactose，sucroseの分解
能を検し目的商に一致するか否かを決定し無菌試験
を経たる斜面寒天に保存し，初め 2週毎，後 1ヶ月
毎に移植して保存したの原則として三菌とも検体 1
人につき 1朱宛採用したの三南を各 10株宛計 30株
蒐集するのに 38人の検休を要した。
第 2節鶏よりの三菌種の分離，
菌株決定及び保存
先ず 15羽の鶏の予めトリパフラピシにて清拭せ
る匹門内に滅菌硝子棒を掃入しそれを 5ccの滅菌
ヨミ理的食塩水に入れ， よく混和しその稀釈液の 1白
金耳を遠藤平板夫々 2枚宛に塗布後菌株の蒐集及び
決定，保存を行った。その方法は前節に同じ。便採
取に当り使用した鶏は通計 45羽。
第 3筒i 犬より三菌種の分離，
菌株決定及び保存
最初 12匹の犬を用い， その新鮮{更を被菌シャー
レにとりその小豆大を 10ccの滅菌生理的食塩水に
とった。以降の方法は前節jに同じ。使採取に用いた
犬は 44匹。
第 4節牛よりの三菌種の分離，
菌株決定及び保存
秋広牧場に飼育せらる L牛 15頭の新鮮便の中央
より大豆大の糞をとり， 5 ccの誠菌生理的食塩水に
入れその 1白金耳を，叉少数の糞については稀釈し
た糞液を 20分程放置しその上澄を， 1頭につき各々
遠藤平板に 2枚宛塗布した。以後の方法は前節に同
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じ。実験に用いた牛は 35頭である。
第 5節 肉食動物よりの三菌撞の分離，
菌株決定及び保存
上野動物園に飼育される肉食動物(ライオシを主 
とし，虎，はいえな，豹，ぷうま等〉を選び，飼育
人並に獣医に依頼して新鮮{更を被菌シャーレに採取
(糞は何れも臭気甚だ強し)その中央より小豆大を
とり 10ccの被菌生理的食塩水中に投じその稀釈
液の 1白金耳を遠藤平板に各々 2枚宛塗布す。以後
の方法は前節に同じ。
第 IV章生物学的性状
第 1節形態学的性状
第 1項 形態，当さ色，芽胞，爽膜
第 E章に於いて述べた如くにして得たる各菌株
を斜面寒天 370C24時間培養したものは， C. CR. 
PC. 何れも両端鈍円なる短樗菌にして長さ1.0~ 
3.0μ 幅約 0.5μ である。之をグラム染色すると何れ
も陰性。叉芽s包は全株形成せず。 Darlingによれば
人型以外の動物大腸菌中には爽膜を形成するものあ
りとしたが著者の蒐集した C.CR. PC.各 50株宛
計 150株に就ては全株爽膜を証明せず。
第 2項運動性及び鞭毛
著者は陪視野装置によりその運動性を検し，更に
鞭毛染色を行った。その結果実験全菌株に於て運動
性を認め且つ鞭毛を証明Lた。伊東によれば人幼児
由来 Escherichiagrout 509株中運動性あるもの
84.3%，中間型は 36株全部に運動性を認めたと。
第 3項遠藤及び蕉糖培地に於ける発育
伊東は E.M. B.，遠藤， B.T. B.三培地を鑑別
培地に用い新生児及び乳幼児の大腸菌の消長を検し
たが，この中遠藤培地に於ける発育を次の様に大別
した。「大腸菌は中等大の来落で紅色を呈するもの，
培地と同様の色調のもの及びその中間の色調のもの
とあるが，これら来落の色誤はその菌の lactose分
解能如何によると考えて差支えないであろうが，同
ーの菌株であっても lactoseを分解したり非分解
の場合もあったりするので索落の色調よりも形状並
びに光沢に重点をおし、て 3型に分類した。 
I型 i光沢弱〈届平で辺縁鋸歯状のもの 
E型:光沢隆起中等度にして辺縁鮮鋭なもの 
E型:光沢隆起薯明にして辺縁鮮鋭なもの
しかして Klebsiella型は殆んど E 型をとり， 
Esherichia は殆んど I~rr 型を示す。叉中間型は
すべて I~rr 型に含まれた。 J としづ。
著者の実験菌株は遠藤培地上 C.及び CR.は朱
桃，桃紅，桃小豆，美小豆色つ円~類円形の中等大
実験肉食動物一覧
動 物 上也
フ イ オ 、./ノ 合 15宇 デューグ 鯨肉 1300匁 1日1回午前11時給 2 黒|同形 アフリカ 
H 合 6才 コジコ守一 H 1500匁 H 2 グ軟 1 
H 合 8才 ナイロピー  1 1500匁 . H 1 1 1 H 
11 合 8才 ケニア H 1500匁 H 1 H 1 1 
1 ♀ 13才 ダリー 1 1500匁 H 1 黒褐 間 1 
1 ♀ 10才 リリ{ 11 1500匁 H 1 H 
1 ♀ 10才 ナイノL H 1500匁 H 1 黒グ H 
H ♀ 18才 ペリー H 1300匁 1 2 1 11 H 
11 合 11宇 キング グ 1500匁 p 1 H 軟 H 
豹 合 馬肉 200f1 1及日び2回午後午3前時1半1時給 1 H 固 タ イ 
H ♀ 1 H 1 11 硬 F 
ぷ ま 合 馬肉 200匁 レー ノミー  500匁 1 11 固 ~t 米
虎 ♀ 鯨肉 1300匁 1 H 軟 タ イ
まだらはいえな 合 馬肉 200匁鶏頭30箇 1 アフリカ
黒 ヂj 合 馬肉 200匁 1 果 F タ イ
11 ♀ H 1 1 I 1 1 
上表は昭和28年 2月21日調査のもので，第2回調査3月 11日の時はライオンには骨付馬肉，
着々Jには生兎を与えていた。第3回調査で;viライオシ一馬肉，豹一馬肉， rぷうま JVこは馬レーパー
「はいえなJVこは鯨肉であった。
斯くて便採取に用し、たる肉食動r劫は第 1閏 16頭，第2回 18頭，通計34頭である。
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2.5--3.5mm程度の光沢隆起中等度の辺縁鮮明なる
緊落を形成しし、づれも培地を赤斐した。 PC.は乳白，
乳白桃， 白色にしてその他の形状は前二者と同様
なるも培地を赤斐せず。即ち著者の菌株は伊東の工
~n 型を，特に E 型を呈した。次に之等の菌株を
島氏薦糖加ふくしん寒天平板に植えると， CR.は培 
地を赤~L赤桃，朱桃，美小豆色の来落を形成(当 
教室に於ては槌色の時間的関係により B. coli co・
mmuniorA と B.coli communior Durhamと‘ 
にわけたが， 著者は敢て之を無視した。)C.及び
PC.は薄桃，白桃，乳白色の来落を形成し培地を赤
~することなし。来落の形状は遠藤培地同様工 ~n
型を呈Lた。ただ， CR.に於ては犬，鶏の来落は人
のそれに比しゃ L隆起高度で，牛のそれは人間より
や L屑平の観を呈した。然乍ら人，鶏，犬，牛，肉
食動物より得たる C.CR. PC. は各宿主に特異な
点なし要するに形態的には各宿主別に鑑別する事
は出来なし、。ただ C.CR. PC.の鑑別は遠藤及び
熊糖培地の赤斐如何によれば簡易である。即ち鑑別
培地としては両培地の併用で、充分で、あろう。
第 2節 Gelatin液化性
大腸菌群は Bergeyによれば Aerobacterclo・ 
acaeのみ gelatinを緩やかに液化しa他は液化し
ない。(但し Wer・kmanは E.freundiiに於て液
化する株を報告している。〉所謂中間型 (Paracolo-
bactrum 者うも液化しない。一方~Kauffmann も
Escherichiaは gelatinを液化せぬことを述べて
いるが，以前中間型と思考され， Bergey vこよれば
Eschericheaeなる tribe中に含まれ Salmonella 
sp. (Type Arizona)とされた菌群 (Kau任mann
は之を独立せしめ Arizonaなる groupを設けてい
る〉は gelatinを液化する。や L古い記録によれば
Darlingは魚類大鴎菌は 50%gelatin.を液化し， 
寺本は魚類大腸菌は全株液化すとし，山口は鳥類似
株中 4株及び魚菌株は 87%液化すとした。
著者は gelatin高層培地に 370C20時間培養せ
る新鮮なる各菌株を穿東Ij培養して 220Cに3週間観
察したが，人型菌は C.CR. PC.とも全株液化せ
ず，鶏型菌は C.の 10株の中 No.1のみ 3週後液
化， CR.全株液化せず， PC. 10株の中 No.9のみ 
3週後液化，犬型菌は C.CR. PC.全株液化せず，
牛型菌は C.CR.全株液化せず， PC.10株中 No. 
1のみ 5日自に液f七をみた。肉食習助型菌は C.10 
株中 No.2のみ 5日目に液化， CR. 10株中 No.1， 
PC. 10株中 No.3のみ 3週後液化した。
第 3節 中性紅還元試験
細菌の中性紅還元作用'の有無と同時に葡萄糖を分
解し瓦斯を生ずるか否かを検査するため中性紅高層
寒天を用う。著者は之に実験菌株 150株を穿刺培養 
し1週間観察した。.それによれば人型菌 C.及び
CR.は全株殆んど 1日にして瓦斯を発生L還元は 2
--5日に起った。ただ PC.No.3及び No.5のみ
色素の還元は著明でなかった。鶏型菌では C.及び 
CR.全株瓦斯産生色素還元， PC. No.2及び No.10
のみ色素の還元明らかならず，犬型菌，午型菌，肉 
食動物型菌 c.CR. PC. とも全株殆んど 1日にし
て瓦斯を発生し 2~5 日にして中性紅を還元した。
第4節 Imvic反応 
Imvic反応の価値に就ては既に述べた。
第 1項 Indol形成
予め滅菌せる 10ccの Pepton水に実験全菌株
を植え之を 370Cに 24時間保ち， 後之に 0.01%， 
KN02;1(']1ccを加え，次で濃硫酸 2.-.3滴を滴下L
てよく混和した。しかして Indolが形成されれば
赤色を呈する。その結果著者の実験菌株は全株陽性
で、あった。一方安斎によれば遠藤培地で疑わしい莱
落を得たときはプスター培地に 370C 4~6 時間増
商し Kliegler，SM培地等に移植する穿ら， その
増菌培地については Kovac法を用いて Indol形
成の有無を検査する方法を推奨している。蓋しこの 
方法によれば一連の Systemにより簡単に菌の大 
別が可能である。岸によれば KovacsNicolaus氏
法は北旦ザルコ{スキー氏法より鋭敏なりと。 
第2項 Methylred反応 
  
Pepton 5 g.+第二燐i
陵曹達5g.+葡萄糖5g. 
+蒸溜水 1000ccよりなるヌド反応用培地を 10cc宛
分注し 20分間宛3日間獄蹴菌し之に実験全菌株を 
1白金耳宛移植し 370C2日培養後 Methylred溶
液 (0.02% アルコ ~l].， 溶液〉を滴下すれば陽性なら
ば赤愛する。著者の実験菌株は全株陽性であった。
第 3項 Voges-Proskauer反応
前項と同様の培地を用う。通常 10ccの培地を二
分してーは M.R.反応，ーは木反応に用L、る。即
ち 370C 2--4日間培養した前記培地 5ccに試薬 5
cc (0.2 g.の硫酸銅を 8ccの濃アンモニア水に溶解 
し之に 10%水酸化カリ溶液 192cc加える。〉を加
えると 20分位で反応が出る。 24時間観察しエオジ
シ様紅色と鐙光色を呈すれば陽性である。著者の実 
験菌株は全株陰性であった。
1
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解行ー!下 
第 項拘機酸培地 度のものを多く認、めたが， 測定により極めて弱4 pH
思第一燐酸アンモ/，第二燐酸カリ，拘機酸曹達， レ酸性を呈したので之は弱陽性とした方が妥当と J
24硫酸マグネシゥム，蒸溜水より成る本培地に実験全 われたの人型菌に於ては培養後 時間にして弱陽
菌株を植え，菌の発育(混濁の有無で判定〉状況に 性(後観察を続けるもそのま与の状態〉のもの 株3
C.CR. (No.279) 4 6より陽性，陰性を決定した。著者の菌株は 日後に至り弱陽性を呈したもの 株， ， 
00 PC. (50 (No. 134 5 610) 4全株(1 株〉は陰性で 全株 株〉は陽性 鶏型菌にては 日後弱陽性， ， ， ， ， 
であった 1 (No.8)24 4のもの 株 時間にして弱陽性となりσ
1 (No.4) 4第 節含水茨素分解作用 日後陽性よなったもの 株 犬型菌で、は 日5
(No.従来より各種の糖を用いその分解能により大腸菌 後弱陽性を呈せるもの 株 午型菌で3 18 9)， ， 
24 2 (No.34) 4の分類を試みたものは枚挙にいとまなし、。少しく過 は 時間後弱陽性のもの 株 日後弱， 
Darling (No.12 8往を顧みれば， lj口，玉置，寺木，岸ら 陽性となったもの 6株 67 9)肉食， ，， ， ， ， 
Rhamnose Xlyose Glycerol 24 4により 特に 動均型菌、では 時間後弱陽性となれるもの 株suc-， ， I
salicin dulcitl (No.123 8，に於て人， 獣， 鳥類，特 5)で之さ辛は何れも 日間の観察に於(j)rose， ， ， ， ， 
に温血動物と魚類問に分解能の差異あるを認められ て同様の所見を示した。 は極めて明瞭で，sucrose
ぐ犬Bergey suclose salicin dulcitol CR. 24た。 によれば は実験菌株全部 時間後陽性を呈したσ， ， 
E.E.coli freundii E. intermedium No.4 24等は と 型 菌のみ 時間後では弱陽性であった。〕， ， 
も“ or may not be fermented" Kau-とし C.PC. salicin之に反し とも全株陰性であったmay o 
mannitol lactoseらは一応 に注意及び旺 は分解して培地を黄愛するまで 2~7 日か L るが，mann
C.7してし、るが大体に於て，之等合 .K茨素分解能は問題 これは後に至るも槌色青愛しない。その分解は 
Jordan-Burrows Coli-にしていない。 しかし は CR. PC.とも各宿主により区々別々な分解を示し
臼四国〉分一
宗 明 一 + + + 十
一一 一一 一一一
form baci1liの分袈に糖分解能を参照し特に 
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Winslowらは C.及び CR.を sucrose，salicin 一 牛 一  
6220
一 犬 戸 い い い 
部一++
の分解作用に基いて分類している。叉 Bergeyも 
C.及び CR.の分類には同様に sucroseに注意し
た。 PC.の分類の基準は Kau旺mannらを除いて
一
Illi--t
いづれも乳糖非叉涯分解菌とし、う事になってしる。
上述の文献に従えば，著者の研究に於ては特に C. 
CR.PC.が実験菌株としてえらばれているので，之
が異同を検討するには糖分解能という点では sucr-
ose，lactose，salicinのそれを検討すれば殆んど
目的が達せられよう。但し広木もいっているように
抗原構造のー致した Typeの菌でも strainによ
り dulcitol，salicin等の分解能に於て一致しない
事より推し，糖分解能による Escherichiaの分類
延いては各宿主別にみたる C.CR. PC.の異同を
検討する上に於ては価値の少いものといわざるを得 糖分解能(そのめ PC.
。2。2。0 
ない。実験方法は各糖を 1%の割に加えたB. T. 
宮古ア市扇子ISUc-=-j工長 I ^ I一了寸~l丙蚕 
ci印 1ùa~i~ I-;~判 to町人 l 鶏|犬 l 牛|動物B.加 Barsiekow培地の無菌なることを確めてよ
り後実験各菌株を 1白金耳宛植え， B.T. B. の~ + + + 
色状態、(明らかならざれば pH測定〉により分解の + + 1 I 4 I 1。4 4+ 
+ 
有無を検した。まず glucoseに就ては実験菌株全
部之を分解し瓦斯を産生した。次に lactoseに就
食 物 一一 滴 働 一
5221
+ 
+ 
6 2 7。。1 2。。。。1ては， C. CR.とも実験菌株全部分解し瓦斯を産生
した。 PC.は糖分解による培地の斐色甚だ弱く瓦斯 4 
0 
十 。。 22 
発生も亦甚だ少し、。この様な判定に苦しむ(土〉程
第 1号 千葉医学会雑誌 -55-
一概に言えない。 C.に就ては人型 10株中陽性叉は
弱陽性のもの 3株，鶏型 6株，犬型 2株，牛型 8株，
肉食動物型 7株， CR.で、は夫々  7，2，7，10，6株，
PC.で、は夫々  4，4，1，0，8株であった。
伊東によれば Escherichiagroup 65株中 sali-
cin陽性株はその 40%，中間型 27株中陽性のもの
は3.7%である。 Winslowによれば C.は salicin
を全株分解し CR.は全然分解しない。 dulcitolの
場合は早〈培地を貰斐するが， 2~7 日で再び青&l
してくる。その分解能を菌型別宿主別にみると次の
通りである。 C.では人型 10株中陽性又は弱陽性の
もの 10株，鶏型では 10株，一犬型では 5株，牛型 8 
株，肉食獣型 7株， CR.では夫々 10，10，10，10， 
9株， PC.では夫々 10，10，6，7，5株で、あった。伊
東によれば人型 Escherichiagroupで dulcitol
陽性株は'89.2%中間型では 77.8%であり Winslow
によれば C.CR. とも全部分解する。著者の実験
成績では C.CR. PC. とも salicin分解能は各宿
主別にみて区々であるが dulcitolは犬型， 肉食獣
型を除き概ね同様に分解することが認められた。
第 V章血清学的性状
第 1節実験方法
当教室に於て以前より腸内菌叢に関する研究の行 
われていることは既述した。即ち普通大腸菌(本文
に於て C.としたもの〉に就ては岸， CR.について
は川島)PC.に就ては藤崎ら諸先輩が精査したとこ
た。 C.CR.PC.についても多数の実験が行われ教
室にても前記諸氏らにより試みられたが「出所を異
にせる多数の大腸菌は大腸菌免疫血清に対し}鏡集性 
区々にして各菌抹個々の感あり。故に擬集反応によ
り大腸菌を分類すること困難なり。J叉「凝集局芯 
により同一群に属する菌株も他の生物学的任状は必
ずしも一致せず。Jr人菌株を以って免疫したる免疫
血清に対し人菌株のみならず他の各種動物菌株も凝
集反応を呈す。此関係は各種動物聞に於て同様な
り。J等の結論を得たに過ぎない。それが近来 Kau-
妊mann一派の O-antigenによる分類殊に K-an-
tigen発見に伴う異常の発展等により着々擬集反応
による大腸菌分類の偉業が成らんとしている事は既 
に文献の項に於てのベた。仮に本反応による分類が
完墜のものなら Vahlneの shemaを応用して 0・
混合血清により幾つかの群に分類が可能になり次で
第二段階として各菌型を決定すればそのものに就て
の比較により異同は明らかに結論づけられよう。例
えば人と牛のある大腸菌に於て 0・serotype vこよ
り分類を行い更に交叉吸収試験により類属抗原を除・
去すればその異同を明らかにし得ょう。しかしなが
ら既述の如く現在の段階に於ては，よし Kau旺rna・
nnらの方法によって人糞便由来犬腸菌の分類従て
その比較は可能としても広木，鈴木らのいう通り各
種動物のそれには応用し得ない。即ち現在日本で用
いられている 0・1から 0・25の標準血清では犬とか
ろである。併乍ら大腸菌群中特に C.CR. PC.を. 牛とか{也種動物の大腸菌は分類し得、ない事が分って
目的株として各種動物 1伺休より 1株宛採取し，之
に就き綜合的に検討し以って各種動物由来大腸菌に
ついて新知見を得んとした報告は未だみられていな
い。
こ.'>.Vこ著者は既述の如く，生物学的性状に於て
C. CR. PC. vこ該当する菌株を 5動物より夫々 10 
株宛計 150株蒐集し更に之が相互関係を追求せんと
した。その手段としては血、諸学的性状によらねばな
らぬが著者は特に ~1集反応を採用した。と言うのは
過往幾多の人により大腸菌に就で沈降反応，補体結
合反応等も実施されてきたが就中行われたのは擬集
いるので 0・serotypeによる分類は少くとも薯l者
の研究に於ては何らの価値も見出し得なし、。とすれ
ば現在まで最も権威を誇る Bergeyの分類様式に
より， 比較すべき実験菌型を求めるのが最も無難
で，しかも斯る所謂培養型の分類によった場合は 
0，H，K の各免疫血清を新たに作成して之による
鑑別を行わんとすれば徒らに繁雑，不可解なる結果
を招くに過ぎ、まし、。それよりはむしろ在来の方法で
灘集反応を実施しその異同を検討すべきであろう。
第 1項免疫血清の作製
試験動物は体重 2kg内外の健康なる家兎を用い，
反応だからである。加之類縁菌たる 5almonella， 免疫元としては寒天斜面 20時間培養の菌の食塩浮 
shigeUaの groupはマ応生物学的性状により容易
に分離され(特に 55培地の発見は之を容易にし
た〉しかる後~~集反応により各菌型が明瞭に区別さ
れているのである。併乍ら一方に於ては大腸菌群は
その菌株特異性の故に過往幾多の研究者の努力にも 
拘らず， ~f集反応による分類は不可能とされてき
洗液(lccの生理的食塩水に 1白金耳菌量の割合〉
を作り之を 600C30分間加熱したものを用いた。通
常第 1回は 0.5cc (即も 0.5白金耳菌量，以下同〉
皮下注， 4--6日おし、て第 2回は 1cc皮下注，更に
4~6 日間隔で第 3 回は 1 cc静注， 第 4回1.5cc静
注，第5回 1cc静注，第6回 1cc 静注，第 7~8 回
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位より 1ccの生菌液を静注し通常 10回の注射を行
い，最後の注射後 6日目に心臓穿刺して試験競集を
試み凝集価 3200倍以上なる時は 10日後に全採血を
行い血液を探固せしめ無菌的に血清を分離し 560C
30'加温被働性をなしそれに 0.5%の割に石炭酸を 
加え冷蔵庫に保存した。但し上述の操作にでもなお
免疫価上弄せざるものは吏に 12回位免疫元を注射
し斯くて何れの免疫血清も夫々の免疫元に対し 6400
倍程度の凝集価を示すに至らしめた。なおかつ坂集
価の上昇せぬもの例え'ば肉食動物 CR.No.1の如
きは 13回(総計 121/3cc)の注射にも拘らず最高 
800倍の凝集価を示すに止ったもの等は之を棄却し
た。叉大腸菌免疫禄作にあたっては万端の留意にも
かかわらず操作中蒐の死波するものが少くなし、。広
木によれば K-抗原使用の場合には第 1，第2岡は' 
0.5%の割にホノLマリ yを加えた生菌浮激液を接麗
し以後健ー康状態に注意して 5--6日間隔で生菌を用
うるとよいとしている。
第 2項凝集反応実施方法
第 1項の如くして得たる免疫血清を生理的食塩水
を以って法の如く 25倍より順次倍数稀釈により 
6400倍までの稀釈培を1.0cc宛試験管に注ぐ。な
お対象としては食塩水のみのものを用う。次に各管
に菌液(免疫元としたものと同様)1---2滴を滴下よ
く混和し 370C瞬卵器に 2時間おき取出して 1夜室
温に放置し翌日判定した。斯様に tubeagglutina-
tionを行ったのは slideの場合の不明確さを避け
るためで、ある。
第 2節実験成績 
  
第 1項 C.に就ての0t集反応
 
本節に於ては~É集反応の成績につし、て記述するの
であるが，その詳細は別表にゆづり，こ Lでは繁雑
をさけるため 800倍以土の凝集価を示したものをー
括してみよう。(士〕程度のもの， 自然凝集反応叉
は Proagglutinationを示したものは除外した。(以
下之に準ず〉 
① 人型菌を抗原とした免疫血、清
イ〕人 No.1免疫血清に凝集する菌株(人 No.1の

み〕
 ノ
ロ〉人 No.6免疫血清に凝集、ずる菌株(人 No.6，
鶏 No.5，犬 No.1，2，7，8，9，牛 No.1，5， 
7) 
ノつ人 No.7免疫血清に凝集する菌株(人 No.7) 
8，鶏 No.7，8，犬 No.9)
イ〉鶏 No.1免疫血清に頭集する菌株(鶏 No.1，
牛 No.7)
ロ〉鶏 NO.3免疫血清に醗集する菌株 α息No.3)
ノう鶏 No.5免疫血清にifT集する菌株(鶏 No.5j 
① 犬型菌を抗原とした免疫血清
イ〕犬 No.1免疫血清に凝集する菌株(人 No5，冒 
鶏 No.2，7，犬 No.1，2，4，5，7) 
ロ〕犬 No.3免疫血清に凝集する菌株(鶏 No.4.
犬 No.3，牛 No.3，肉食 No.5)
ノつ犬 No.6免疫血清に ilti集する菌株(犬 No.1.
6) 
④牛型菌を抗原とした免疫血清
イ〉牛 No.l免疫血清に凝集する菌株(人 No.6;
鶏 No.3，犬 No.1，2，7，8，9，牛 No.1，4， 
5，7) 
ロ〉午 No.8免疫血清に説集する菌株(人 No.7， 
8，鶏 No.3，8"犬 No.1，牛 No.3，8) 
ノ，)牛 No.9免疫血清にi!@t集する菌株く牛 No.9) 
⑤ 肉食動物型j菌を抗原とした免疫血、清
イ〉ライオン No.1免疫血清に凝集する菌株(犬 
No.5，肉食 No.1，札 10)
ロ〉ひょう No.4免疫血清に凝集する菌株(犬 No. 
1，肉食 No.4)
ノつ豹 No.7免疫血清に凝集する菌株(肉食 No. 
7) 
道に人 No.1，6，7の免疫血清の何れにも議集せ
ぬもの(凝集価50倍以下〉の菌株数をみるに，人2
株， ~~~ 4株，犬 3株，牛 7株，肉食9株，次に鶏 No. 
1，3，5 の免疫血清の何れにも i~Æ 集せぬものは人
No.7を除き全部，鶏4株，犬 7株，牛は No.7を
除き全株，肉食全株， 叉犬 No.1，3，6の免疫血清
の何れにも擬集せぬもの人6株，鶏3株，犬0株，
牛 6株，肉食5株， 更に午 No.1，8，9のそれに凝
集せぬ菌株数は人5株，鶏3株，犬 No.6の 1株，
牛 2株，肉食5株， 叉肉食 No.1，4，7の免疫血清
に全然~f集せぬものは人の 6 株，鶏 3 株，犬 4 株，
牛 5株，‘肉食2株であった。この成績を検討すると
特に鶏，肉食動物より得た C.菌株は明らかに他種
動物のものと抗原的に異っている。叉人 No，6は抗
原的に犬 No.2，7，8，牛 No，l，5，7に相似してい
る。之よりうかがえば食餌の影響がその腸管内大腸
留に作用していることが察せられる。
第 2項 CR.に就ての凝集反応 
① 人主J菌を抗原とした免疫血清
②鶏型菌を抗原とした免疫血清 !，No:免疫血清に凝集する菌株く人No.1イ〉人 
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鶏 9，No.1，2，3，5，6，8，10，犬 No.3，5，9， 
牛 No."7，8)
ロ〉人 NO.2免疫血清に獄集する菌株(人 No.2， 
7，10，鶏 No.7，犬 No.2，3，4，5，7，8，10， 
午 No.2，3)
②鶏型菌を抗原とした免疫血清
イ〉鶏 No.1免疫血清に燦集する菌株(人 No.9，
鶏 No.1，4，5，6，犬 No.3，5，9，牛 No.7，8) 
ロ〉鶏 No.10免疫lil浩に顕集する菌株(人 No.1， 
2，3，6，7，8，9，鶏 No.1，3，5，6，7，8，10， 
犬 No.1，3，5，8，午 No.7，8，10) 
③ 犬型菌を抗原とした免疫血清
イ〉犬 No.1免疫血清に凝集する菌株(鶏 No.9，
犬 No.1，5，6，8) 
ロ〉犬 NO.3免疫血清に療集する菌株(人 No.9，
鶏 No.1，2，5，6，8，10，犬 No.3，5，9，牛 
No.7，8) 
④牛型菌を抗原とした免疫血清
イ〉午 No.1免疫血清fこ頃集すを菌株(牛 No.1， 
6，肉食 No.9)
ロ〉牛 No.3 免疫血清に~1集する菌株(人 No.10，
鶏 No.3，7，犬 No.2，3，4，5，7，牛 No.2，3， 
5，10) 
③ 肉食動物型菌を抗原とした免疫血清 
イ〉ライオン No.3 免疫血清に~1集する菌株(肉食
No.3) 
ロ〕ライオン No.9免疫j血清に!Vr集する菌株(牛 
No.1，肉食 No.9)
叉各動物別にみると人 No.1，2阿免疫]血清の何
れにも顎集しなし、 (50倍以下〉菌株数は人 3株，鶏
0株，犬 0株，牛6株， 肉食全株， 叉鶏 No.1，10 
免疫血清に凝集せぬ株数は人 No.5のみ，鶏 0林，
犬 No.2のみ，牛5株， 肉食8株， 叉犬 No.1，3
No.9と同様の関係にあるを認めた。
M3 PC.第 に就てのi:集反応噴 
roliNo.1 No.3イ〉鶏 免疫 百に?1集する菌株(人 ， 
5 No.1234678910 No.2，鶏 ，犬， ， ， ， ， ， ， ， ， 
8910 No.5)，午， ， 
α.STNo.5 No.3ロ〉鶏 免疫血清に凝集する菌株 ， 
α， 
① 人型菌を抗原とした免疫血清
イ〉人 No.1免疫血清に凝集する菌株(人 No.1， 
10，鶏 No.3;~5 ， 10) 
ロ〕人 No.2免疫血清に凝集する菌株(人 No.2， 
3，4，7，9，犬 No.8，9，牛 No.8)
②鶏型菌を抗原とした免疫血清
5，8，10) 
③ 犬型菌を抗;点とした免疫血清
イ〉犬 No.1 免疫血清に凝集する菌株 I，~ No.3， 
犬 No.1，2) 
ロ〉犬 No.5免疫血清に凝集する菌株(鶏 No.9， 
10，犬 No.4，5，7，10) 
④ 午型菌を抗原とした免疫血浩二
イ〕牛 No.1免疫血清に按集する菌株(午 No.1， 
10) 5.， 
ロ〕牛 No.9免疫血清にO;，1集するI凱朱(人 No.3，
鶏 No.7，午 No.4，9) 
⑤ 肉食動物型菌を抗原とした免疫血清
イ〉肉食 No.1免疫血清(虎株) vこ畷集する ~T株 
(人 No.5，鶏 No.1，3，5，8，10，肉食 No.1， 
2) 
ロ〉肉食 No.4 免疫血清(ライオン~O に演集する
歯株(犬 No.6，肉食 No.4)
前項と同織に人 No.1，2両免疫血清のし、づれに 
も{)')[集せぬ菌株数をみると人 2~朱，鶏 6 株，犬 7 株，
正二 8株，肉食動物全株が該当する。叉鶏 No.l，i 5の
免疫血清の何れにも凝集せぬものは人4株，鶏 0株，
の免疫血清のいづれにも?:9)~集せぬものは人 5 株，鶏 犬 2株，牛 6株， 肉食全株，又犬 No'.1，5の何れ 
0株，犬 No.2のみ，牛7株，肉食 9株，叉牛 No. にも ~1集せぬ菌株数は人 8株，鶏 2~朱，犬 3株，牛 
1，3の血清に擬集せぬものは人5株， 鶏 3株，犬 3 8株，肉食7株，叉牛 No.1;9の免疫血清のいづれ
株，午 No.4のみ，肉食 7株， 最後に肉食 No.3， にも探集せぬもの人8株，鶏 5株，犬 9株，牛5株， 
9の両免疫血清のいづれにも凝集せぬものは人 9株，通肉食8株で肉食 No.l，4両免疫血清の何れにも碗
鶏 9株，犬7株，牛8株，肉食4株であった。以上
の成績を要約すると CR.に於ては肉食動物型菌の
菌株特異性甚だ強く叉他種習J物由来 CR.とは明ら
かに異る抗原構造を有することが認められた。叉人
型 NO.9は鶏 No.6，8，犬 No.3，牛 No.7，8と
抗原的に極めて相似の関係にあり叉牛 No.1は肉食
集せぬ菌株数は人7株，鶏 3株，犬全株，牛7株，
肉食 7株であった。
以上の成績を通覧するとやはり肉食動物株は特異
な抗原構造を有するものと 思われたが，他動物に就J
ては一定した結論を得られなかった。
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第 2表 凝集反応成績 (そのわ C. (表中数字は獄集素価を表す〉 
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第 VI章者 察
大腸菌は自然界に広汎に存在するが，この中衛生
学的に最も重要なものは糞便由来の大腸南で、ある。
しかるに大腸菌はひとり人間のみならず広く各窪の 
動物の排世するものである。若者はこの各種動防の 
中，普通代表的なものとして人間，家禽の代表とし
て鶏，愛手動物の代表的なものとして犬，草食勘助の
代表として牛，食餌・習性の異った特殊なものとして
肉食動物をえらび，之等の動物の糞便より代表的な
菌種を選定蒐集して，その菌が宿主を異にする場合
夫々の性状に於て特異な点を見出されぎるか否かを 
追求した。今実験成績に照して考察を加えてみよう。
1) 著者は比較すべき菌型として次の三種を選ん
だ。即ち Bergey分類の Escherichiaco1iC以下
C.とす)， E. coli var. communior C以下 CR.
とす)，及び ParacolobactrumC以下 pc.と略記
す〉である。前二者は糞便由来大腸菌の中最も普通
なものとして， PC.は従来より物議を醸している特
殊な菌としての故である。三菌蒐集には遠藤平板及
び震糖平板を用いた。
勿融監別培地にはいろいろあるが，乳糖分解，廉
糖非分解たる C.，乳糖分解，薦糖分解たる CR.，乳
糖非叉は遅分解たる PC.の鑑別には両平板のみで
充分で、あった。斯くて両平板より疑わしし、来落を各
動物別に採取しそのすべてについて Imvic反応を
試みた。文献を通覧し lmvic反応の価値を確認し
た故で、ある。 Imvic反応に於ては各種動物菌株と 
も C.及び CR.は C+十一一)PC.は C++-
十〉なる様型を呈した。即ち前者は Topley & Wi1・ 
son等の分類による Coli 1型，後者は中間型 E型
に属する。叉後者は Bergey分類の Paracoloba-
ctrum intermedium に該当する。
本研究に於ては Imvic反応に準拠しこの反応に
於て不足型を示したものは除外した。
2) 斯くて蒐集された C.CR. PC.各動物にっ
き10株宛計 150株に就て形態的な比較検討を行つ
た結果，いづれもグラ，ム陰性の樗菌にして運動性を
有じ，芽胞・爽膜を認めなかった。叉遠藤及び薦糖
平板上では何れも隆起・光沢中等度の来落を形成し
牛の CR.は人のそれよ'りや L扇平，鶏・犬のそれ 
は人のものよりや L隆起せる来落を生じた。併し之
っている lactose，sucrose，salicin，dulcitolの
分解能を検した。 C.CR. PC.は宿主の如何にかか
わらず全株 glucoseを分解し瓦斯を産生した。
sucroseに就てはその宿主の何たるを問わず、 C.
PC.は非分解 CR.は分解の成績を何光。叉 C.CR.
と PC.との鑑別は lactoseの分解能により不確か
乍ら行い得た。即ち前二者は宿主の如何にかかわら
ず全株分解し瓦斯を産生したの PC.では 4日間の観
察に於て完全分解瓦斯を発生したのは鶏株 No.4の
みであったが。微分解を示Lた1aev:]二へ山来のもの 9
r~ミ，鶏型1. 1朱，犬型 3 株，牛型 8 株， 肉食動物型4
株であった。之のみでは宿主問に特異な点があると 
はし、 L難い。 salicinの分解能はを菌株により一定
せず之により C.CR. PC.の分類は行し、得ないし 
叉之により各種動物由来大腸菌の異同は諭ぜられな
い。 dulcitolは CR.では宿主の何たるを問わず殆
んどどの菌株も分解能を有しており， C.では犬由
来株をのぞき他多数株， PC.では肉食動物由来株を
除き他多数妹が分解能を有していた。
之を要するに C.CR.の鑑別には sucroseの分
解能如何により決定されるが， PC.の検索にあたっ
ては lactoseの分解能のみに基礎をおくことは不
可であり Imvic反応の施行は不可欠であろう。(坂
崎は Paracolon菌株中には乳糖を第 1日で分解す
るものが相当数あり Escherichiaとの鑑別が難し
いので H 2S産生能に鑑別点をおいたと言う。之は
Kau妊mannも重視している。〉しかしながら糖分
解能により各種動物由来大腸菌の異同は論ぜられな
し、。この点に関しては従来の文献に一致している。 
4) 著者の研究に於ては生物学的研究は目的菌株
の蒐集にのみ必要なので、あって実際にはその蒐集菌
が宿主を異にした場合，血清学的に如何なる態度を
示すかが重大な意義を有するのである。従って成丈
け多くの免疫血清を用いて検討を加えてみた。方針 
としては先ず各種動物より各菌 1株宛無作為に選ん
でそれの免疫血清をつくり後一様に操集反応を試
み，次にその実験に於て陰性の成績を示した株より
免疫血清を作成し再び全株について?9)'E集反応を行つ
た。斯くて 35の免疫血清に就て総数 1750固に及ぶ
~E集反応を実施し新たなる知見を得た。以下各菌型
別に検討してみよう。まず C.に就て便宜上各宿主
のみでは各動物間三閣の異同は論ぜられなし、。即ち‘別に~集反応成績を一括すると第 5 表の様になる。
形態学的には宿主を異にしても C.CR. PC.は夫 この表は各宿主別混合血清を用いた場合それに高度
々同様の所見を呈する。 に擬集する菌株数はどの位あるだろうかと言う事を 
3) 次で糖分解に就てば従来より論議の焦点とな 仮定したものである。
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第5表各種動物の三免疫血清に 800倍 係は 1600倍以上競集する数につL、てもいえる)(2) 
以上凝集する菌株数〈そのり C. 血清学的に肉食動物株は人，鶏，犬，牛株とは明ら
¥免疫 | 鶏 | 犬 | 午 |肉食動物 かに異る。 (3)肉食動物株の菌株特異性は極めて強血清戸二二~I
'1 1-No. 
~"'--I 一一~1--'一、|一一一一、
No. TNo. ' 1 No. '1- No.-' ¥，、。菌株 ~.11，~6;. 711 ，~3~. 511:3~. 611 ，~8~. 911，~:t7 
0 (0) (3)1 :3 1 (3)1 0 (0)1 (5)~14 人 
鶏 13 (4) 3 (4)1 3 (6)1 2 (4)1 0 (1) 
犬 5 (7)1 0 (寸 7(10)1 5 (8)1 2 (4) 
13 (3): 1 (1)[ 1 (1)1 7く7)1 0 (1) 
肉食動
午
5 (5) 0σ)11ω1)1ぴ0(り10 物 
但括弧内数字は 400倍以上競集する菌株数
上表を検討'してみると凝集素価400倍以上までを
考慮すると人株，牛株，肉食動物株に於てやL矛盾
した成績となる。普通ヴィダーノL反応では 400倍以
上を確定診断の基とするが著者の研究に於ては上表
の成績より推し 800倍以上に就て批判を加えた方が
妥当のようにJ思えた。殊に同じ大腸菌群中の従来よ
り C.とされて来た菌型に就てその異同を検するの
であるから比較の上では凝集価の高低をも考慮、にい
れねばなるまい。よって著者は 800倍以上擬集した
株について比較した。上表で明らかな様に(1)鶏，
犬，牛，肉食動物型菌の免疫血清に対し同宿主由来
の菌株は多くかっ高度に擬集した。 (2)血清学的に
肉食動物株は人，鶏，午株とは明らかに異る。仁3)
血清学的に人，鶏，千，犬株聞に統一せる成績を得
ず。 (4)血清学的に特に鶏株は菌株特異性が強い。
叉実験成績の項に於て既述の如<，之を各菌株別に
みると人の No.6菌は抗原的に犬 No.2，7，8，牛
No.l，5，7に hOillologである。一方免疫血清に
就て陰性を示した菌株の数の比較からは何ら一定し
た結果を得なかったので以下之を省略する。
第 6表各種動物の二免疫血清に 800倍
以上擬集する菌株数(その 2)CR. 
之を菌株別にみると人型 No.9菌は鶏 No.6，8，
、犬 No.3，午 No.7，8と抗原的に極め・て相似の関
係にあり， 叉牛 No.1菌は肉食 No.9菌主同様の
関係にあるを認めた。一方 C.と同様 CR.に於て
も陰性を示した菌株数よりは一定した結果を得なか
った。
第7表各種動物の二免疫血清に 800倍
以上競集する菌株数(そのめ PC.
-時盟国百一E 品司国間
¥勾足|人|鶏l 犬 牛|肉食動物
¥血清|一一--1一一一一|二二一一J-「(一一一叫~ INo. INo. INo. INo. INo. 
岡本 I1，4 I1，5 1，5 I1，9 I1，4 
人 1 7く町 2 (2)~ 0 (0)1 1 (1): 1く0)
鶏 13 (3)1 10 (9)1 3 (1)1 1 (0); 5 (1) 
犬 12 (2)1 4 (2): 6 (6)1 0 (0); 1 (0) 
0 (0) 5 (4): 0 (0)1 1 (0)1 )1(111 牛 
肉食動物10 (0)1 0 (0)1 0 (0)1 0 (0)1 3 (3) 
但括弧内数字は 1600倍以上競集した菌株数
更に PC.に就て小括すると上表の如くなる。即
ち(1)免疫に用いた菌株と同宿主由来菌株は夫々
'の免疫血清に対L多く且高度に獄集する。(但し肉食
動物株を除<0)叉 1600倍以上の陽性株数よiり比較
すると肉食動物株に於ても同様の事が言える。之を
みると PC.を比較する上にあっては一応 1600倍 
以上の獄集価を示すものについて検討した方がよい，
と忠われた。 (2)1600 倍以上凝集するものについ
て比較すると人菌株をl除き各宿主別に強い特異性を
示し各々は1明らかに異っていると考えらわた。菌株
別にみても各動物問に抗原的に相似しているものは
みられなし、。之を要するに PC.に関しては鶏，犬，
~免血疫清
菌株¥ 
人
No. 
1，2 
鶏
No. 
1，10 
犬
No. 
1，3 
牛
-----.~--一一 
No. 
1，3 
肉食動物
No. 
3，9 
人 
鶏 
犬 
牛 
肉食動物
5 
8 
8 
4。
7 
8 
5 
3。
1 1 
7 2 
6 5 
2 6。 1 
。。。
1 
2 
牛，肉食動物株はそれぞれ独立して各動物聞に血清
学的に類似する点を認められなし、。担以上を通じて
次の如く要約された。
(1)一般に免疫に用し、た菌株と同宿主由来の動物
菌株は夫々の免疫血清に対し多く且高度に擬集す
る。之は広木・鈴木らのし、うように動物由桑大腸菌
を検索するにあたっては独自の立場で、行うべきであ
ることを裏書している。
同様に CR.に就て検討すると(1)免疫に用いた (2)特に肉食動物由来株は他の人，鶏，午，犬由
菌種と同種の動物菌株は夫々の免疫血清に対し必ず 来株と血清学的に明らかに異っているので之の検索
しも多く且強度に擬集するとは限らなし、。(この関 分類にあっては必ず肉食動物由来株免疫血清を使用
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すべきである。 (3)Paracolobactrumの血清学的 に分布する犬腸商の血清学的分類は組めて困難で、あ
分類は Escherichiagroupより以上に困難であろ ろうと思われた。叉宿主の食餌，環境，習性等がそ
うと推定された。 (4)従来生物学的性状に於て同型 の腸内細菌に複雑な安異を与えているように思惟さ
と見倣されていた菌型もその宿主により血、宿学的に れた。
多様な金型に分類される可能性があり自然界に広汎
第VII章総 括
著者は衛生学的に意義のある糞便由来の大腸菌に就て杭主を異にする場合，夫々の性状に於
て特異なる点を見出されざるか否かを検討せんとした。この研究は以前より当教室に於て行わ
れてきた腸内菌叢研究の一環としてなされたものであるが，之によれば臼然界に広汎に分布す
る大腸菌の分類学に幾多の示唆を与え?与ると思考されるO 今実験成績を総括すると次の如くで
ある 
事
1).実験菌株として Bergeyの分類に準拠して Escherichiacoli，E. coli var. commu圃 
nior，Paracolobactrumを選定し各種動物より各々 10株宛計 150株を蒐集したが， その生
物学的性状に於ては宿主の如何にかかわらず一様で差異は殆ど認められなかった。， 
2). E. coliに於ては鶏，犬，牛， 肉食動物株の免疫血清に対し同宿主由来株は多く且つ高
度に凝集した。叉人の NO.6菌は犬 No.2，7，8及び牛 No.l，5，7菌と血清学的に略々同種
とみられる如く各宿主聞に相互移行が認められたが，肉食動物株は人，鶏，牛株とは明らかに
免疫血清学的に異っている O 
3). E. coli var. communiorの凝集反応に於ては免疫に用いた菌株と同宿主由来の菌株
は夫々の免疫血清に対し必ずしも多く且つ高度に凝集するとは限らなし、。叉人株 NO.9菌は鶏
株 No.6，8，犬株 No.3，牛 No.7，8菌と血清学的に略々同種とみられる如く各宿主間に相互
移行を認めたが，肉食動物株は人p 鶏，犬，牛株とは抗原的に明らかに異ってし、る口 
‘4). Paracolobactrumの凝集反応に於ては免疫に用いた菌株と同宿主由来の菌株は夫々の
免疫血清に対し多く且つ強度に凝集した。即ち鶏，犬，牛，肉食動物株は抗原的には各宿主別
に夫々強い特異性を示した。 
5).之を要するに肉食動物株は人，鶏，牛，犬由来株と血清学的に明らかに異ることが認め
られたが，倫他の動物由来株もそれぞれ宿主別にや L特異な凝集反応を示す故，動物由来大腸
菌の血清学的分類は極めて困難である E思惟され，更に Paracolobactrum，の血清学的分類
は Escherichiagroupのそれ以上に困難で‘あろうと思考された。上述の成畿は一方に於て，
宿主の食餌，環境，習性等がその腸内細菌に血清学的に'複雑な変異を与えているであろうこと
を示唆した。
稿を了するに当り，終始御懇切なる御指導を賜わり，御校閲の労を恭うした恩師谷川教授に深
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